
 

大洗研究所における放射性廃棄物の放射能濃度評価方法の検討（2） 

A Study on the evaluation method to determine the radioactivity concentration in radioactive waste  

on Oarai Research and Development Institute (2) 

＊朝倉 和基 1，下村 祐介 1，堂野前 寧 1，阿部 和幸 1，北村 了一 1， 

高松 操 1，川本 大樹 1，宮越 博幸 1，坂本 直樹 1，磯崎 涼佑 1，大西 貴士 1， 

玉置 裕一 1，鈴木 隆太 1，黒澤 誠 1，井手 広史 1，永田 寛 1，加藤 貢 1 

1JAEA 

 

 日本原子力研究開発機構 大洗研究所は、研究開発に伴う多種多様な放射性廃棄物を埋設処分するために必

要な廃棄体製作の検討を進めている。本発表は廃棄体製作に向けて、主要課題のひとつである廃棄体中の放

射能濃度評価方法について検討した結果である。 
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1. 緒言 

研究機関の取扱う核燃料物質や放射化材料の組成は、原子炉施設や核燃料使用施設等、施設ごとに特徴が

異なることから、発電炉と比較して多種多様であり、発電炉と同様の放射能濃度評価方法[1]が適用できるかは

明らかではない。そのため、大洗研究所は、令和元年度からこれらの特徴に対応できる廃棄体中の放射能濃

度評価方法の検討[2]に着手しており、令和 2 年度は研究炉に係る検討を行った。 

2. 放射能濃度評価方法の基本的考え方 

 大洗研究所の研究炉には、常陽、HTTR、JMTR、DCA があ

る。研究炉は、炉型が多種多様なこと、冷却材が水以外である

こと（表１参照）等、様々な特徴がある。そのため、発電炉に

おける放射能濃度の評価方法[1]や知見を参考に検討を行い、放

射化物発生が想定される箇所、放射性廃棄物が発生する経緯、

放射性物質の溶出率、組成変動の可能性等を整理することで、

研究炉の放射能濃度評価について、方向性を見出すことがで

きた。 

3. 令和 2年度の取り組みと今後の展望 

研究炉の放射能濃度評価方法について検討し、施設毎の特徴を踏まえて、対応すべき内容を具体化できた。

今後は、核燃料使用施設等の分析対象核種選定についても検討を行い、施設ごとのサンプリング及び分析に

ついて具体化を進める。 
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表１ 大洗研究所の研究炉の特徴 
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